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平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
、
中
部
方
面
混
成
団
長
兼
ね
て

大
津
駐
屯
地
司
令
に
國
友

昭
（
く
に
と
も

あ
き
ら
）
一
佐

が
着
任
し
た
。

団
長
は
、
着
任
式
で
統
率
方
針
と
し
て
「
任
務
完
遂
」
を
、

要
望
事
項
と
し
て
「
感
動
・
感
激
・
感
謝
」
を
掲
げ
、
着
任
後
は
、

隷
下
各
部
隊
を
精
力
的
に
視
察
し
、
部
隊
の
現
況
を
把
握
し
た
。

★

統
率
方
針

「
任
務
完
遂
」

★

要
望
事
項

「
感
動
・感
激
・感
謝
」 ◆

経
歴幹

部
候
補
生
学
校
（
前
川
原
）

第
四
普
通
科
連
隊
（
帯

広
）

第
七
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）

第
三
師
団
司
令
部
第
三
部

（
千

僧
）

幹
部
学
校
付
（
市
ヶ
谷
・
目
黒
）

普
通
科
教
導
連
隊
第
二
中
隊
長

（
滝
ヶ
原
）

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部

（
檜

町
）

幹
部
学
校
教
育
部
（
目

黒
）

中
部
方
面
総
監
部
防
衛
部

（
伊

丹
）

幹
部
学
校
付

（
目

黒
）

幹
部
学
校
教
育
部
（
目

黒
）

第
十
三
旅
団
司
令
部
第
三
部
長

（
海
田
市
）

第
二
十
二
普
通
科
連
隊
長

兼
ね
て
多
賀
城
駐
屯
地
司
令

第
十
二
旅
団
司
令
部
幕
僚
長

（
相
馬
原
）

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
長

第
十
四
旅
団
副
団
長
兼
ね
て

善
通
寺
駐
屯
地
司
令

第
六
代
混
成
団
長

佐
藤

正
典
一
佐
は
平
成
二
十
九
年

八
月
一
日
付
で
陸
将
補
に
特

別
昇
任
し
、
永
年
に
わ
た
る

自
衛
隊
生
活
に
別
れ
を
告
げ

た
。団

長
着
任
に
あ
た
り
「
情

熱
」
「
凡
事
徹
底
」
「
創
意

工
夫
」
を
要
望
し
、
混
成
団

創
隊
以
来
初
と
な
る
連
隊
訓

練
検
閲
の
実
施
、
ま
た
年
々

増
加
す
る
被
教
育
者
の
受
入

れ
基
盤
整
備
等
を
推
進
、
七

月
三
十
一
日
の
離
任
式
・
見

送
り
行
事
で
は
、
晴
天
の
も

と
、
駐
屯
地
全
隊
員
の
盛
大

な
拍
手
で
見
送
ら
れ
、
大
津

駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

団長出迎え巡 閲着任式に整列する各部隊

佐
藤
一
佐

離
任
・
退
官



か け は し第３４号（２）

《
連
隊
長
要
望
事
項
》

「
生
き
残
り
、
か
つ
戦
え
」

「
防
御
戦
闘
実
施
上
着
意

す
べ
き
事
項
の
実
践
」

「
非
戦
闘
損
耗
の
防
止
」

混
成
団
は
平
成
二
十
九

年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
の
間
、
日

本
原
演
習
場
（
岡
山
県
勝

田
郡
）
に
お
い
て
、
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
の
第
二

次
訓
練
検
閲
（
統
裁
官

混
成
団
長
）
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
九
月
実
施

の
指
揮
所
活
動
を
対
象
と

し
た
第
一
次
検
閲
に
引
き

続
き
「
増
強
普
通
科
連
隊

の
陣
地
防
御
」
を
実
動
で

検
す
る
も
の
で
あ
り
、
即

応
予
備
自
衛
官
二
四
四
名

を
含
む
四
三
三
名
が
参
加

し
た
。

昼
夜
間
の
寒
暖
差
の
激

し
い
状
況
で
、
四
十
七
普

連
の
隊
員
は
、
連
隊
長
の

三
つ
の
要
望
事
項
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、
積
み
重

ね
て
き
た
練
成
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
適
時
適

切
な
指
揮
幕
僚
活
動
、
隊

員
の
基
礎
動
作
、
協
同
部

隊
と
の
連
携
を
行
い
、
連

隊
一
丸
と
な
っ
て
任
務
を

完
遂
し
た
。

状
況
終
了
に
伴
う
講
評

の
後
、
本
訓
練
検
閲
間
の

功
績
を
称
え
、
統
裁
官
よ

り
常
備
自
衛
官
、
即
応
予

備
自
衛
官
十
二
名
が
優
秀

隊
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。



か け は し第３４号（３）

平
成
二
十
九
年
度
第
二
次
募
集
期

自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）
入
隊
・
卒
業

九
月
五
日
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
佐
）
に
入
隊
し
、
約

三
ヶ
月
の
教
育
を
終
え
た
自
衛
官
候
補
生
一
〇
九
名
（
男
子
九
二
名

女
子
十
七

名
）
が

、
十
一
月
二
十
六
日
に
修
了
式
を
迎
え
た
。

残
暑
が
厳
し
く
木
々
が
青
々
と
し
て
い
た
九
月
か
ら
、
紅
く
色
づ
き
季
節
が
ひ

と
つ
進
ん
だ
こ
の
三
ヶ
月
間
で
、
基
本
教
練
や
戦
闘
訓
練
及
び
小
銃
射
撃
な
ど
自

衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
び
、
二
十
五
キ
ロ
行
進
訓
練
や
体
力
検
定
な
ど
で
は
同

期
で
声
を
掛
け
合
い
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

十
二
月
一
日
、
真
新
し
い
二
等
陸
士
の
階
級
章
を
つ
け
て
後
期
教
育
を
担
任
す

る
北
海
道
・
留
萌
（
る
も
い
）
か
ら
、
広
島
・
海
田
市
（
か
い
た
い
ち
）
ま
で
の

各
地
に
向
か
う
出
発
に
際
し
て
、
同
期
で
固
い
握
手
や
抱
擁
を
交
わ
し
、
次
な
る

任
地
で
の
活
躍
と
、
再
会
を
誓
い
合
う
光
景
が
見
ら
れ
た
。

基本教練体力検定ガス体験

戦闘訓練

２５Ｋｍ行進修了式後期部隊出発見送り

歩哨訓練 小銃射撃

入隊式

着隊受付 大津駐屯地着隊

入隊申告被服適合
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

状
況
間
、
重
迫
撃
砲
中

隊
は
中
隊
長
を
核
心
と
し
、

連
隊
の
作
戦
に
最
大
限
寄

与
す
べ
く
中
隊
が
一
丸
と

な
り
、
限
ら
れ
た
防
御
準

備
期
間
を
最
大
限
に
活
用
、

所
要
の
偵
察
・
火
力
調
整

等
を
綿
密
に
行
う
と
と
も

に
堅
固
な
陣
地
を
構
築
し

た
。
防
御
戦
闘
（
実
弾
射

撃
）
に
お
い
て
は
、
天
候

等
各
種
の
悪
条
件
の
影
響

も
あ
り
射
撃
精
度
・
速
度

は
、
十
分
な
結
果
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
第
一
線

部
隊
の
戦
闘
に
密
接
か
つ

継
続
的
に
火
力
協
力
す
べ

く
、
常
備
自
衛
官
・
即
応

予
備
自
衛
官
が
一
体
と

な
っ
て
、
任
務
完
遂
に
向

け
全
力
を
注
い
だ
。

連
隊
は
、
平
成
二
十
九

年
十
月
十
三
日
、
平
成
二

十
八
年
度
の
隊
員
自
主
募

集
（
年
度
を
通
じ
二
名
入

隊
）
の
功
績
に
よ
り
、
第

五
中
隊
所
属
の
中
村
玄
久

（
な
か
む
ら

は
る
ひ

さ
）
即
応
予
備
三
等
陸
曹

に
対
し
第
五
級
賞
詞
を
授

与
し
た
。
中
村
即
応
予
備

三
等
陸
曹
は
、
昨
年
度
四

名
（
知
人
）
の
入
隊
志
願

者
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
、
う
ち
二
名
が
今
年
度

の
入
隊
に
至
っ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
中

村
即
応
予
備
三
曹
は
、

「
中
隊
の
機
会
教
育
を
通

じ
て
隊
員
自
主
募
集
の
制

度
を
知
り
、
自
衛
隊
に
興

味
を
示
す
知
人
を
紹
介
し

ま
し
た
。
現
役
時
及
び
即

応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

で
の
体
験
談
を
も
と
に
自

衛
隊
の
魅
力
を
引
き
続
き

若
年
層
の
国
民
に
広
報
し
、

後
輩
隊
員
の
獲
得
に
尽
力

出
来
る
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て

い
た
。

連
隊
（
連
隊
長

前
野
一
佐
）

は
、
第
七
次
即
応
予
備
自
衛
官
招

集
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二

十
九
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一

月
六
日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演

習
場
（
滋
賀
県
高
島
市
）
に
お
い

て
第
三
次
中
隊
訓
練
検
閲
（
重
迫

撃
砲
中
隊
）
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
教
育
訓
練
の
成
果

を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進

歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
、
重
迫
撃
砲
中
隊
長
（
南

出

安
文

一
尉
）
以
下
六
十
名

（
即
応
予
備
自
衛
官
三
十
七
名
を

含
む
。
）
が
、
課
目
「
陣
地
防
御

に
任
ず
る
重
迫
撃
砲
中
隊
の
行
動

（
防
御
準
備
及
び
陣
地
変
換
を
含

む
実
弾
射
撃
）
」
に
つ
い
て
受
閲

し
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二

日
か
ら
六
日
ま
で
の
間
、
防
災
応
急

対
処
訓
練
を
実
施
し
た
。
部
隊
当
直

を
通
じ
状
況
を
付
与
、
緊
急
登
庁
訓

練
を
行
い
、
連
隊
全
隊
員
の
登
庁
時

刻
を
掌
握
及
び
時
間
の
経
過
に
伴
う

部
隊
の
戦
力
化
状
況
を
把
握
し
た
。

人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
訓
練
で
は
鋼

材
、
木
材
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
等
の
廃
材
を
活
用
し
て
機
材

の
操
作
要
領
を
演
練
し
た
。

今
後
も
連
隊
は
、
東
日
本
大
震
災
、

広
島
土
砂
災
害
等
で
得
た
教
訓
を
生

か
す
と
と
も
に
、
本
訓
練
を
通
じ
て

更
な
る
即
応
態
勢
の
充
実
を
図
る
。

連
隊
（
連
隊
長

高
山
一

佐
）
は
、
善
通
寺
駐
屯
地
で

十
月
十
六
日
、
海
田
市
駐
屯

地
で
十
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
間
、
情
報
管

理
検
査
（
後
期
）
を
実
施
し

た
。連

隊
長
は
、
「
各
中
隊
長

の
監
督
・
指
導
の
下
、
合
規

適
正
な
業
務
が
遂
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今

後
、
情
報
管
理
、
特
に
行
政

文
書
管
理
が
益
々
厳
し
く
な

る
こ
と
を
鑑
み
、
現
状
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
一
歩
で

も
今
の
現
状
を
よ
り
良
く
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
」
と
の
所
見
を
述
べ

た
。
日
頃
厳
し
い
保
全
環
境

の
中
に
お
い
て
即
応
予
備
自

衛
官
も
含
め
て
意
識
の
高
揚

を
図
り
情
報
流
出
の
未
然
防

止
に
努
め
て
ゆ
く
。

連隊情報管理検査

曹長 太田 徹浩
（１０月６日付）

曹長 岡田谷常和
（１０月２０日付）

准尉 鶴田 裕一
（１１月１４日付）

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
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第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

隊
（
隊
長

井
川
二
佐
）
は
、

十
一
月
十
六
日
か
ら
第
一
期
最
先

任
上
級
曹
長
課
程
教
育
を
開
始
し

た
。本

課
程
教
育
は
、
昨
年
度
ま
で

集
合
教
育
で
あ
っ
た
が
今
年
度
か

ら
新
た
に
課
程
教
育
と
な
り
、

「
足
腰
の
強
い
部
隊
の
屋
台
骨
た

る
陸
曹
を
育
成
す
る
役
割
を
担

う
」
と
と
も
に
、
「
最
先
任
上
級

曹
長
と
し
て
の
資
質
で
あ
る
、
実

行
力
・
責
任
感
・
指
導
力
・
判
断

力
・
企
画
力
・
感
化
力
を
養
う
と

と
も
に
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
。
」

を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

学
生
十
六
名
は
約
三
ヶ
月
間
修
学

す
る
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊

平
成
二
十
九
年
度
予
備
自
衛
官
補
等

招
集
教
育
訓
練
実
施

大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
佐
）
は
八
月
か

ら
平
成
二
十
九
年
度
予
備
自
衛
官
補
招
集
教

育
訓
練
及
び
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施

中
で
あ
る
。
。

今
年
度
も
北
陸
か
ら
中
四
国
に
か
け
幅
広

い
年
齢
層
の
志
高
き
隊
員
達
が
出
頭
し
、
日

夜
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

基
幹
隊
員
一
同
、
隊
員
育
成
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
一
月
末
ま

で
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

教育に励む学生達

会食にてご家族とふれあう隊員達

大
隊
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十

一
日
、
第
二
次
募
集
期
自
衛
官
候
補
生

の
ご
家
族
に
対
し
て
、
家
族
見
学
会
を

実
施
し
た
。

こ
の
た
び
の
見
学
会
で
は
、
隊
員
ご

家
族
約
一
〇
〇
名
の
方
が
お
越
し
に
な

り
、
基
本
教
練
練
度
判
定
、
観
閲
行
進
、

自
衛
体
操
を
観
覧
さ
れ
た
。
自
候
生
達

は
、
入
隊
か
ら
成
長
し
た
姿
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
荒
天
の
中
で

は
あ
っ
た
が
、
ご
家
族
は
逞
し
い
隊
員

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
驚
き
と
感

動
の
表
情
で
あ
っ
た
。

成
長
し
た
若
人
、
い
ざ
お
披
露
目

平
成
二
十
九
年
度
第
二
次
募
集
期

自
衛
官
候
補
生
課
程
家
族
見
学
会
開
催
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第
一
一
〇
教
育
大
隊

中部方面創隊
記念行事ポスター

４７連隊 越智２曹作品
採用される！！

方

面

総

監

感

謝

状

受

賞

十
月
七
日
、
中
部
方
面
隊
創
隊
記
念
行

事
に
際
し
て
、
大
津
自
衛
隊
協
力
会
理
事

の
土
手
下
春
江
様
、
四
十
九
連
隊
後
援
会

長
の
塩
田
雅
章
様
が
、
防
衛
基
盤
の
育
成

等
の
功
績
に
よ
り
方
面
総
監
よ
り
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
部
方
面
隊
創
隊
記
念
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ポ
ス
タ
ー
は
方
面
管
内

の
隊
員
よ
り
作
品
を
募
集
し
、
毎
年
選
考
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
は
混
成
団
隷
下
の
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
広
報
陸
曹

越
智
将
勝
二
曹
の
作
品
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
越
智
二
曹
の
作
品
が
中
部
方
面
隊
創
隊

記
念
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
た
の
は
今
回
が
二

度
目
で
あ
り
、
方
面
隊
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
今
年
度
の
中
部
方
面
混
成
団
創
隊
記

念
行
事
ポ
ス
タ
ー
も
越
智
二
曹
の
作
品
が
採
用
さ
れ
る

等
、
広
報
活
動
へ
の
多
大
な
功
績
に
よ
り
、
十
一
月
二

十
六
日
、
混
成
団
長
よ
り
褒
章
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

土手下理事塩田会長ご夫妻

今
年
度
五
年
ぶ
り
に
平
月
新
隊
員
教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。
春
の
新
隊
員
と
は
や
や
違
い
、
新
卒

者
中
心
で
は
な
く
、
再
就
職
と
し
て
自
衛
官
を
選

択
し
、
志
を
高
く
持
っ
て
入
隊
し
た
隊
員
も
多
く

い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
生
活
や
勤
務
環
境
を
変
え

る
こ
と
は
、
人
生
に
と
っ
て
一
大
決
心
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
分
を
厳
し
い
環
境
に
お
き
「
国
を

守
る
」
「
身
を
持
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
国
民

の
負
託
に
応
え
る
」
気
持
ち
を
持
ち
行
動
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
自
衛
官
候
補
生
教
育
の
特
色
は
、
男
女

混
合
で
の
教
育
で
し
た
。
春
の
教
育
は
男
女
の
採

用
区
分
が
違
う
の
で
教
育
を
合
同
で
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
採
用
が
同
じ
で
男
子
九
二

名
の
中
に
女
子
十
七
名
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
教

育
開
始
前
は
色
々
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
始

ま
っ
て
み
る
と
、
男
子
は
女
子
に
負
け
な
い
よ
う

に
、
女
子
は
男
子
に
負
け
な
い
よ
う
に
お
互
い
を

刺
激
し
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
、
非
常
に
良
い
光
景

で
清
々
し
く
思
い
ま
し
た
。
女
性
の
活
躍
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
最
先
端
の
教
育
が
出
来
た
と
感
じ

ま
し
た
。
今
回
貴
重
な
経
験
を
し
た
隊
員
た
ち
が

後
期
教
育
部
隊
で
更
に
活
躍
し
後
輩
の
育
成
に
尽

力
し
て
も
ら
え
れ
ば
更
に
強
靭
な
自
衛
隊
が
創
造

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
形
の
教
育
」
最
先
任
上
級
曹
長

大
隊
（
大
隊
長

藤
井
二
佐
）

は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
か
ら
平

成
二
十
九
年
度
予
備
自
衛
官
補
招

集
教
育
訓
練
（
述
べ
百
十
八
名
）

及
び
予
備
自
衛
官
（
技
能
）
招
集

訓
練
（
述
べ
四
十
五
名
）
を
実
施

し
、
各
種
検
定
や
訓
練
を
行
い
各

人
が
知
識
と
技
能
の
習
得
及
び
維

持
向
上
に
努
め
た
。
中
四
国
を
中

心
に
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
た
隊
員

が
出
頭
し
訓
練
に
励
み
、
こ
の
う

ち
三
名
が
全
て
の
予
備
自
衛
官
補

招
集
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
。
今

後
三
名
は
予
備
自
衛
官
と
し
て
活

躍
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
十
月
三
十
日
を
も
っ
て

善
通
寺
に
お
け
る
訓
練
を
全
て
終

了
し
た
。

部隊移動に関する
家族説明会

大
隊
は
、
十
一
月
二
日
・
五
日
に
部

隊
移
動
に
関
す
る
家
族
説
明
会
を
実
施

し
た
。

説
明
会
に
は
二
日
間
で
十
三
家
族
四

十
名
が
参
加
し
、
大
隊
の
概
要
・
体
制

移
行
の
概
要
・
松
山
駐
屯
地
及
び
官
舎

周
辺
の
生
活
環
境
並
び
に
共
済
事
業
等

の
説
明
を
行
っ
た
。

隊
員
家
族
か
ら
は
移
動
に
伴
う
転
居

の
時
期
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

担
当
者
か
ら
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
不

安
の
払
拭
に
努
め
た
。

ま
た
、
説
明
会
に
併
せ
て
家
族
会
の

趣
旨
を
説
明
し
入
会
を
促
し
た
。

平成２９年度
予備自衛官補等招集教育訓練終了

おめでとうございます



約
二
年
に
わ
た
っ
て
第
四
十
九
普
通
科
連
隊

の
指
揮
を
執
っ
た
茅
野
一
佐
は
、
平
成
二
十
九

年
八
月
一
日
付
で
連
隊
長
の
職
務
を
全
う
し
た
。

着
任
以
来
、
「
即
応
」
「
練
磨
」
を
要
望
事

項
に
掲
げ
、
連
隊
創
隊
以
来
初

の
連
隊
訓
練
検
閲
を
は
じ
め
、

連
隊
の
精
強
化
に
尽
力
し
た
。

離
任
式
及
び
豊
川
駐
屯
地
転

出
行
事
に
お
い
て
隊
員
に
別
れ

を
告
げ
た
。
次
な
る
勤
務
地
は

愛
媛
地
方
協
力
本
部
で
指
揮
を

執
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
日
、
豊
川
駐
屯
地
に

お
い
て
中
部
方
面
混
成
団
長
（
國
友
一
陸
佐
）

立
会
の
も
と
、
第
八
代
四
十
九
連
隊
長

前
野

直
樹
（
ま
え
の
な
お
き
）
一
等
陸
佐
の
着
任
式

を
執
り
行
っ
た
。

着
任
式
に
お
い
て

前
野
連
隊
長
は
、

統

率
方
針
を
『
任
務
完
遂
』

と
す
る
と
と
も
に
、
要

望
事
項
に
『
連
携
』

『
実
力
』
『
創
意
』
の

三
点
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
力
強
く
所
信
を

述
べ
た
。

か け は し第３４号（７）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

部
隊
表
彰

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
佐
）
は
、
平
成
二
十
九
年
十

一
月
二
十
六
日
、
混
成
団
長
よ
り
、

第
三
級
賞
状
の
表
彰
を
受
け
た
。

大
隊
は
、
佐
伯
二
佐
の
統
率
の
も

と
、
被
教
育
者
の
特
性
に
応
じ
た
教

育
訓
練
を
実
施
し
、
真
に
役
立
つ
隊

員
の
育
成
に
尽
力
し
、
特
に
年
々
増

加
す
る
被
教
育
者
の
受
入
れ
基
盤
の

整
備
及
び
各
部
隊
の
臨
時
新
隊
員
教

育
隊
要
員
の
教
育
内
容
の
充
実
、
第

一
一
〇
教
育
大
隊
の
善
通
寺
か
ら
松

山
へ
の
移
駐
準
備
間
の
予
備
自
補
教

育
を
実
施
、
ま
た
広
報
映
像
「
新
入

隊
員
教
育
の
歩
み
」
を
作
製
し
、
隊

員
ご
家
族
お
よ
び
各
地
方
協
力
本
部

を
通
じ
て
部
隊
の
理
解
促
進
に
寄
与

す
る
等
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
っ
た
。

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
長

前
野
一
佐

着
任

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

佐
伯
二
佐

離
任

三
年
に
わ
た
っ
て
第
一
〇
九
教
育
大
隊
の
指
揮

を
執
っ
た
佐
伯
二
佐
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月

一
日
付
で
教
育
大
隊
長
の
勤
務
を
終
え
た
。

離
任
式
で
佐
伯
二
佐
は
、
大
粒
の
涙
を
流
し
な

が
ら
教
育
大
隊
の
隊
員
一
人

ひ
と
り
に
言
葉
を
か
け
つ
つ

記
念
品
を
手
渡
し
、
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

在
隊
間
に
お
い
て
は
、

「
新
入
隊
員
教
育
の
歩
み
」

を
作
成
し
、
部
内
外
広
報
に

も
尽
力
し
た
。

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日

付
で
定
年
退
官
を
迎
え
る
。

団長より表彰をうける第１０９教育大隊長

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

西
川
二
佐

着
任

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
、
第
二
十
九
代

一
〇
九
教
育
大
隊
長

西
川

朋
之
（
に
し
か

わ

と
も
ゆ
き
）
二
等
陸
佐
の
着
任
式
を
執
り

行
っ
た
。

着
任
式
に
お
い
て

西
川
教
育
大
隊
長
は
、

統
率
方
針
を
『
教
え

か
つ
闘
う
』
と
し
、

『
熱
意
と
愛
情
』

『
基
本
・
基
礎
の
徹
底
』

『
率
先
垂
範
・
活
模
範
』

を
要
望
し
た
。
ま
た
着

任
式
終
了
後
は
精
力
的

に
部
隊
の
現
況
を
視
察

し
た
。

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
長

茅
野
一
佐

離
任


